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ヨーロッパ地球科学連合2005（EGU2005）

地球環境部温室効果ガスチーム 秋山 博子

ヨ ー ロ ッ パ 地 球 科 学 連 合 （ European
Geosciences Union, EGU）は、2002年にヨーロ
ッパ地球物理学会（Councils of the European
Geophysical Society, EGS) とヨーロッパ地球科
学会 (European Union of Geosciences, EUG)
により設立された、地球科学、惑星科学を中心に

幅広い領域を網羅する学会です。このヨーロッパ

地球科学連合の第二回目の年会（EGU2005）が、
2005年4月24日から29日にかけて、オーストリア

・ウィーン郊外のオーストリアセンターにて開催

されました。この年会には、ヨーロッパを中心に

世界84カ国から約8,000人の研究者が参加し、口

頭発表約3,000報、ポスター発表約7,000報、テー

マ別セッション約400という大規模なものとなり

ました（参加人数等は EGU のウェブサイトより
引用）。同時にショートコース、シンポジウム、

テーマ別ワークショップなども開催されました。

農業環境技術研究所からは、温室効果ガスチー

ムの八木一行、西村誠一、筆者の3名が参加しま

した。私たちが主に参加した、生物地球科学

（Biogeoscience）関連のセッションは、発表数
約600報と、全体の中では比較的小さいセッショ

ンですが、2004年と比べて発表数が約50％増加し

たとのことで、大変活気が感じられました。この

うち、IGBP（地球圏-生物圏国際協同研究計画,
I n te rn at i o na l G e o sp he r e- B i os p he re

Programme） の コ ア プ ロ ジ ェ ク ト で あ る
iLEAPS （統合的陸域生態系-大気プロセス研究,
Interactions and Feedbacks between Land
Ecosystems and Atmospheric Processes) 関連

のセッションは、“iLEAPS day”として 4月28

日に開催され、M.O.Andreae 氏による iLEAPS
プロジェクト全体の概要説明のあと、iLEAPS 参
画プロジェクトの紹介や、含窒素ガス、ＣＯ２、

エアロゾルなどの土壌-大気間のフラックスにつ

いて招待講演がありました。その他にも生物地球

科学関連の多くのセッションが開かれ、生物的プ

ロセスが関与する微量ガスの発生、無機窒素化合

物の生物圏-大気圏間の交換－大気化学と気候強

制力への影響、ヨーロッパにおける C 収支研究
（CARBOEUROPE）、反応性微量ガスの生物圏-
大気圏間の交換、などの興味深いセッションに参

加することができました。温室効果ガスチームか

らは、転換畑からの N2O 発生（西村ら）、世界の
水田からの N2O 発生量の解析（秋山ら）の２件
の発表を行いました。夕方からのポスターセッシ

ョンにはワインも振舞われ、あちこちのポスター

の前でのディスカッションは大変盛り上がってい

ました。

幅広い分野の研究者が集まるこの年会に参加す

ることができたことは、大変刺激になりました。

なお、来年の年会 EGU2006は４月２日から７日
にかけて、今年と同じウイーンの会場にて開かれ

る予定だそうです。

European Geosciences Union（EGU）の詳細
については、下記ウェブサイトを参照ください。

http://www.copernicus.org/EGU/EGU.html

海 外 出 張 報 告


